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１． 氏名：  兼下 英司 

２．研究年度：  平成 22 年度 

３．研究課題名：  鉄系超伝導体におけるスピン・電荷励起の研究 

４．研究実績の概要： 

鉄系超伝導体の反強磁性金属相の性質を明らかにするため，多バンドの平

均場ハバードモデルを用いた理論計算により励起状態の性質を調べた． 

まず，乱雑位相近似によってそのスピン励起を計算した．中性子非弾性散

乱実験で観測されているようなスピン波励起のダンピングや異方的な振る

舞いを再現するような結果が得られたので，このモデルがこの系のスピン状

態を記述するための良いモデルになっていることが分かった．また，スピン

励起の特徴であるダンピングの起こるエネルギーは，フェルミレベル近くで

部分的に開いたギャップの大きさでスケールされることが分かった．実験で

調べられていない 1111 系と呼ばれる物質系においても同様の計算から中性

子非弾性散乱スペクトルの振る舞いを予測した．  

また，これらの系の伝導に関する性質についても詳しく調べた．反強磁性

相では，バンドの構造と波動関数の対称性からフェルミレベル付近にディラ

ックコーン構造が生じることが基底状態の計算から分かった．これらの系に

おけるディラックフェルミオンの寄与を示し，ホール係数やゼーベック係数

などの伝導係数の温度依存性の特徴をディラックフェルミオンの観点から

説明した．さらに，光学伝導度を計算し，バンド間遷移の性質を，それに関

係する電子軌道の観点から議論した．これによって，実験で観測されている

異方性がバンド構造や軌道とどのように関係しているかを示した．  

上記の研究によって，鉄系超伝導体の反強磁性金属相の励起の性質を理解

することができた． 
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６．次の所属機関： 仙台高等専門学校（2010 年 10 月に異動） 

７．「湯川フェロー」に関する感想・要望： 

一般に，ポスドクという立場では，正規の研究所員に比べて研究費も給料

も少ないということもあり，金銭面では大変なことが多いのですが，奨学金

という形でそれを補助していただけたのでとても助かりました．心より感謝

しております．また，湯川フェローに選ばれるということ自体が名誉である

と感じました．物理の研究に従事する者として，湯川という偉大な名前を冠

するフェローシップには特別な思いを抱かざるを得ません． 



 

 

今後のフェローのためにも，湯川フェローの名前をもっと広めて欲しいと

思います．もちろん，フェロー自身がその研究活動によって広報することが

理想ですが，実際にはそれが思うようにいかないこともありました．例えば，

Physical Review 系では，雑誌の方針として，フェローシップの名前を一切

入れさせてもらえませんでした．このようなこともあるので，財団の広報な

どを通して別の方面からもサポートしていただけるとありがたいですし，今

後のフェローシップ運営にもプラスになるのではないかと思います． 


